
こども・若者の意見を道の施策に反映させるための取組について

項 目 令和６年度の取組状況

こどもの意見反映
推進事業

○意見募集結果
・広域募集（5/10～ 5/31） 回答数 １，６２６件
・対面実施（7/29～12/17） 参加者数 ７８３人（４２校）
・拡大実施（9/2 ～12/20）
＊WEBアンケート 回答数 ５７０件
＊市町村等主体の取組 意見提出団体 １団体

○今後の対応
２月中に、意見に対する検討結果等を、次の①～③の資料により、訪問した

学校を通じて子どもたちにフィードバックするほか、道のホームページでも公
表の予定。
①報告資料（意見の分析結果、意見の分類、主な意見等）
②フィードバック資料（意見に対するテーマ担当部局での検討結果等）
③「いけんのまとめ」（基本的に全ての意見を提出されたとおりに掲載。
例外として、固有名詞が含まれる意見や暴力や差別を肯定する意見等
については、修正や不掲載の対応。）

※対面実施協力校へ①②を提供。道ＨＰには①②③を掲載。
※道内の全ての小中高校等を経由して、資料の道ＨＰ掲載についてこど
もたちに周知。

パブリックコメント
による意見募集

○実施状況
・今年度、こども向けパブリックコメントを実施した計画、条例等の数

３４本（1/16現在）
・実施結果はホームページに掲載
○庁内の実施環境等整備
こどもに分かりやすい資料作成のマニュアル整備のため、こども施策部会

ワーキンググループで２回にわたり検討（9/6、10/30）
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こども・若者の意見を道の施策に反映させるための取組について

項 目 令和６年度の取組状況

審議会へのこども・
若者の参画

○こども
こども施策審議会こども部会の委員として17名が参画（1/9～1/10開催）。

○若者（大学生世代）
こども施策審議会こども施策部会の委員として１名が参加

声をあげにくいこど
も・若者からの意見
聴取のあり方

○概要
・障がい関係団体からの助言等を踏まえ、施設職員や支援者等に予め質問の内容
などを確認してもらったり、適した環境や回答方法等を相談するなどの事前準
備を実施。

・こどもたちが安心して意見を言いやすいよう、日常生活を送っている施設等を
訪問して意見を聴取。

○具体の状況
・札幌市内の放課後等デイサービス事業所及び知的障がい児施設の各１箇所を訪
問し、こどもたちから直接意見を聴取。

・デイサービス事業所では、中学生数名から、悩み事などの相談に係る考えにつ
いて、知的障がい児施設では、小中学生数名から、日常生活等に関することや、
道に望むことを聴いた。

北海道ユースプラン
ナー制度

○参加の働きかけ
道内の大学、専門学校等を通じて働きかけ、２８名が新規登録。

（令和６年１２月末時点の登録者数 １５０名）
○意見照会
「（仮称）北海道こども基本条例」及び「（仮称）北海道こども計画」
の策定段階ごとに意見照会。
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